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まちの出来事♪

４
月
11
日
㈫

令
和
５
年
度
嘱
託
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

嘱
託
員
は
、
本
町
行
政

事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図

る
た
め
、
町
内
64
地
区
に

１
人
ず
つ
選
任
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
な
業
務
は
、
広

報
関
係
等
の
印
刷
物
や
文

書
の
送
達
、
選
挙
の
際
の

入
場
券
配
布
、
災
害
時
の

被
害
調
査
報
告
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
本
紙
も
毎

月
、
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
に

各
戸
に
配
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

年
度
初
め
に
行
わ
れ
る

当
会
で
は
、
県
大
島
支
庁

瀬
戸
内
事
務
所
や
役
場
各

課
局
か
ら
の
連
絡
事
項
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
役
場
職

員
が
各
集
落
の
担
当
と
し

て
支
援
を
行
う
「
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
職
員
」

と
の
顔
合
わ
せ
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

4
月
16
日
㈰

令
和
５
年
度
第
１
回
観
光
地
清
掃
事
業
「
古
仁
屋
港
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

　

古
仁
屋
港
周
辺
に
お
い
て
、
奄
美
せ
と
う

ち
観
光
協
会
主
催
、
瀬
戸
内
町
海
を
守
る
会

協
力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
海

を
守
る
会
所
属
の
レ
ジ
ャ
ー
船
５
隻
と
船

４
月
16
日
㈰

　

き
ゅ
ら
島
交
流
館
に
て
行
わ

れ
、
公
民
館
講
座
講
師
や
公
民

館
自
主
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
、

受
講
生
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
29
の
公
民
館

講
座
、
24
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

受
講
生
代
表
の
田た

村む
ら

美み

和わ

子こ

さ
ん
は
「
き
ゅ
ら
島
交
流
館
の

こ
の
舞
台
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

上
演
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

令
和
５
年
度
公
民
館
講
座
合
同
開
講
式

た
、
各
講
師
に
は
、
教
育
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

古
仁
屋
高
校
書
道
部
の
３

人
に
よ
る
力
強
い
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
泉
い
ず
み

潦
り
ょ
う

子こ

さ
ん
に

よ
る
講
演
「
健
や
か
な
毎
日

を
過
ご
す
た
め
に
」
で
は
、

公
民
館
講
座
か
ら
得
た
こ
と

や
、
体
や
心
の
健
康
な
ど
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
、
ダ
イ
バ
ー
（
潜
水
士
）
な
ど
約
20
人
と
大

島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
、
瀬
戸
内
町
役
場
、
古

仁
屋
海
上
保
安
署
、
瀬
戸
内
漁
協
、
観
光
協
会

員
、
古
仁
屋
中
学
校
相
撲
部
な
ど
総
勢
１
０
０

人
が
参
加
し
、周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
と
、ダ
イ
バ
ー

が
海
底
か
ら
拾
っ
た
ゴ
ミ
を
引
き
上
げ
、
分
別

し
て
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
ま
し
た
。

　

奄
美
せ
と
う
ち
観
光
協
会
の
祝
会
長
は
「
役

場
や
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
、
世
界
自
然
遺
産
、
観
光
の
町
と

し
て
『
ゴ
ミ
一
つ
な
い
』
シ
マ
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

松
江

武た
け 

修
し
ゅ
う

二じ

さ
ん

瀬
久
井
東

加か

藤と
う 

和か
ず

正ま
さ

さ
ん

清
水

清し
み
ず水 

廣ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん

嘉
徳

栄さ
か
え 

茂し
げ

男お

さ
ん

小
名
瀬

横よ
こ

山や
ま 

隆た
か

夫お

さ
ん

西
古
見

柳や
な
ぎ 

茂し
げ

樹き

さ
ん

知
之
浦

森も
り 

哲て
つ

呂ろ

さ
ん

新
任
の

嘱
託
員
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
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4
月
19
日
㈬

初
！
役
場
放
送
室
か
ら
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
を
お
届
け

　

せ
と
う
ち
ラ
ジ
オ
放
送

に
て
、
月
に
一
度
の
防
災

情
報
番
組「
防
災
ラ
ジ
オ
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
試
み
で
、
役
場
の
放

送
室
か
ら
ラ
ジ
オ
の
生
放

送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
第
１
回
放
送

は
せ
と
ラ
ジ
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
が
進
行
役
、
総
務

課
危
機
管
理
係
か
ら
役
場

職
員
２
人
が
参
加
、
せ
と

４
月
20
日
㈭
～
21
日
㈮

　

奄
美
大
島
５
市
町
村
合

同
の
新
規
採
用
者
向
け
の

研
修
で
、
社
会
人
と
し
て

の
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
を
学
び
、
即
戦
力
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
本
町
は
す

こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｈハ

ブ
Ｕ
Ｂ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
で
は
、

４
月
20
日
㈭

　

第
57
回
富
山
丸
戦
没
者

古
仁
屋
供
養
祭
は
、
森
山

公
園
に
て
令
和
元
年
度
以

来
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

輸
送
船
富
山
丸
は
、
太

平
洋
戦
争
中
の
昭
和
19
年

６
月
29
日
に
徳
之
島
沖
を

南
下
中
に
攻
撃
を
受
け
沈

没
し
、
約
３
，
７
０
０
人

が
戦
死
し
ま
し
た
。
事
態

を
知
っ
た
古
仁
屋
の
町
民

４
月
21
日
㈮

　

長
崎
県
の
佐
世
保
港
を

母
港
と
す
る
海
上
自
衛
隊

護
衛
艦
「
の
し
ろ
」
が
大

島
海
峡
を
訪
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
６
月
に
進
水
、

令
和
４
年
12
月
15
日
に
就

役
し
た
ば
か
り
の
新
し
い

艦
で
す
。

　

レ
ー
ダ
ー
の
反
射
面
積

を
少
な
く
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
艦
体
よ
り
も

の
っ
ぺ
り
し
た
見
た
目
が

戦
没
者
へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
、
富
山
丸
戦
没
者
供
養
祭

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓス

ク

ー

ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
」
を
活
用
し
た
新
採
研
修

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
の
し
ろ
」
特
別
公
開

社
会
人
と
し
て
の
思
考
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

な
ど
の
動
画
を
視
聴
し
、

視
聴
後
に
参
加
者
同
士
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
他
会
場
の
受
講
者

と
発
表
し
合
う
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
、
情
報
や
気

持
ち
を
共
有
で
き
る
機
会

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
的
で
、
シ
ス
テ
ム
統

合
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り

コ
ン
パ
ク
ト
化
と
省
人
化

が
可
能
と
な
っ
た
分
、
隊

員
一
人
ひ
と
り
の
役
目
が

増
え
、
技
量
が
求
め
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
は
艦
橋
や
医
務

室
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
発

着
場
所
な
ど
、
各
施
設
や

設
備
を
見
学
し
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

は
救
援
に
向
か
い
、
多

く
の
負
傷
者
を
看
護
し

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
、
宮
崎
、
愛

媛
な
ど
か
ら
来
島
し
た

約
20
人
の
遺
族
会
の
皆

さ
ん
と
町
関
係
者
は
、

供
養
塔
前
で
献
花
を
行

い
、
黙
祷
を
捧
げ
た
ほ

か
、参
加
者
全
員
で「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま

し
た
。

ラ
ジ
ス
タ
ッ
フ
が
進
行
管

理
や
音
響
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。
天
気
や
交
通
、

町
営
定
期
船
の
運
航
情
報

の
お
知
ら
せ
や
防
災
行
政

無
線
戸
別
受
信
機
に
つ
い

て
、
４
月
か
ら
役
場
に
配

置
さ
れ
た
防
災
専
門
監
に

つ
い
て
な
ど
、
最
新
の
話

題
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
第
３
水
曜
日
の
放

送
を
お
楽
し
み
に
！
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も
の
を
田
ん
ぼ
に
ま
い
た

後
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
含
め

総
勢
60
人
ほ
ど
が
手
作
業

で
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

次
回
は
６
月
11
日
㈰
に

か
か
し
作
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
い
が

も
さ
ん
た
ち
が
田
ん
ぼ
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
苗
の
間

の
草
を
食
べ
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
す
よ
！
残
っ
た
草

は
、
み
ん
な
で
取
り
除
く

予
定
で
す
。

　

参
加
希
望
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
お

申
込
み
く
だ

さ
い
。

４
月
25
日
㈫

自
慢
の
島
唄
で
入
賞
、
全
国
大
会
へ
抱
負

　

４
月
22
日
㈯
に
奄
美

パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ

た
「
令
和
５
年
度
民
謡
民

舞
少
年
少
女
奄
美
連
合
大

会
」
中
学
校
の
部
で
入
賞

さ
れ
た
、興お
き

花は
な

佳か

さ
ん（
古

仁
屋
中
学
校
３
年
・
準
優

勝
）
と
鼎
か
な
え

沙さ

羅ら

さ
ん
（
古

仁
屋
中
学
校
２
年
・
第
３

位
）
が
永
井
し
ず
の
先
生

と
と
も
に
町
役
場
を
訪

れ
、
入
賞
と
全
国
大
会
出

場
決
定
を
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
永
井
三
味
線
教
室
で

島
唄
を
習
う
お
二
人
は
、

部
活
な
ど
学
校
生
活
の
合

間
を
縫
っ
て
練
習
を
重
ね

た
自
慢
の
歌
声
を
披
露
。

見
事
、
全
国
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

興
さ
ん
は
「
全
国
大
会

の
舞
台
に
立
て
る
こ
と
に

感
謝
し
て
、
先
生
に
教
え

て
も
ら
っ
た
島
唄
を
、
元

気
に
自
分
ら
し
く
唄
い
た

い
で
す
。」、鼎
さ
ん
は「
こ

れ
か
ら
も
練
習
を
頑

張
っ
て
、
楽
し
ん
で

発
表
し
、
全
国
大
会

で
も
賞
を
取
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
８
月

19
日
～
20
日
に
東
京

都
の
浅
草
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
お

二
人
の
ご
活
躍
を

願
っ
て
い
ま
す
！　

　

町
子
ど
も
会
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
田
植
え
体

験
in
勝
浦
」
が
今
年
も
始

動
し
、
田
植
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
は
今
年

も
引
き
続
き
、
勝
浦
の
堯

た
か
し

文ふ
み

俊と
し

さ
ん
か
ら
お
借
り
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ロ
ビ

ン
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
岡お
か

本も
と

祥あ
き

子こ

さ
ん
と
森も
り

幸こ
う

哉や

さ
ん

か
ら
説
明
を
受
け
、
肥
料

を
丸
め
て
団
子
状
に
し
た

５
月
３
日
㈬
～
４
日
㈭

中
学
球
児
の
２
日
間
の
熱
い
戦
い

　

５
月
の
連
休
恒
例
の

「
中
学
校
野
球
古
仁
屋
大

会
」
は
今
年
で
20
回
目
と

な
り
、
奄
美
大
島
と
喜
界

島
の
全
９
チ
ー
ム
が
清
水

公
園
総
合
陸
上
競
技
場
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
本
町
か
ら
は
、
古
仁

屋
中
学
校
と
伊
子
茂
中
学

校
が
、
奄
美
市
立
名
瀬
中

学
校
と
３
校
合
同
チ
ー
ム

を
組
み
、出
場
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
順

調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦

で
は
奄
美
市
立
朝
日
中
学

校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
両

チ
ー
ム
と
も
攻
守
に
わ
た

る
活
躍
を
見
せ
る
中
、
朝

日
中
学
校
が
先
取
し
た
１
点

を
守
り
切
り
、
惜
し
く
も
古

仁
屋
・
伊
子
茂
・
名
瀬
中

チ
ー
ム
は
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。
古
仁
屋
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
応
援
演
奏
や
観
客
か

ら
の
熱
い
声
援
も
あ
り
、
会

場
は
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。　

４
月
30
日
㈰

「
た
く
さ
ん
実
り
ま
す
よ
う
に
」
田
植
え
体
験



Events of the town ｜まちの出来事、お寄せください♪　総務課情報政策係 ☎ 0997-72-1111

25　|　広報せとうち　June  2023

4
月
22
日
㈯

海
の
安
全
と
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る

　

サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ
（
旧

暦
の
３
月
３
日
）
に
、
奄

美
せ
と
う
ち
観
光
協
会
主

　

４
月
18
日
に
行
わ
れ

た
「
令
和
５
年
度
消
防
関

係
功
労
者
表
彰
式
」
に
お

い
て
、
瀬
戸
内
町
消
防
団

が
日
本
消
防
協
会
会
長
か

ら
「
竿か
ん

頭と
う

綬じ
ゅ

」
を
受
賞
し
、

金か
ね

久ひ
さ

修
お
さ
む

団
長
が
受
賞
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
消
防
団

活
動
に
お
い
て
厳
正
な
規

律
保
持
と
熟
練
し
た
技
能

を
有
し
、
平
素
か
ら
消
防

４
月
28
日
㈮

　

奄
美
海
上
保
安
部
、
奄

美
警
察
署
、
瀬
戸
内
警
察

署
お
よ
び
大
島
地
区
消
防

組
合
の
４
機
関
は
、
平
成

28
年
に
締
結
し
た
「
水
難

事
故
に
お
け
る
救
助
に
関

す
る
覚
書
」
に
、「
事
故

の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓

発
に
係
る
協
力
」
を
追
加

改
正
し
、
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
島
外
か

ら
の
観
光
客
な
ど
に
よ
る

５
月
11
日
㈭

　

今
年
は
５
月
11
日
㈭
か
ら
20

日
㈯
ま
で
が
「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
期
間
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

奄
美
の
海
の
安
全
に
海
保
・
警
察
・
消
防
が
連
携
！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 の

使
命
を
達
成
す
る
こ
と
に

努
め
、
他
の
模
範
と
な
る
消

防
団
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
本
町
の
受
賞
は
平
成
21

年
以
来
14
年
ぶ
り
、
３
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

金
久
団
長
は
「
受
賞
は
消

防
団
の
誇
り
で
す
。
消
防
の

使
命
達
成
の
決
意
を
新
た
に

消
防
分
署
と
連
携
し
、
町
民

の
生
命
、
身
体
の
保
護
に
努

め
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
鹿
児
島
銀
行
前
で

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、

瀬
戸
内
警
察
署
や
交
通
安
全
協

会
、
交
通
安
全
母
の
会
等
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
運
転
手
へ
チ
ラ
シ

や
「
注
意
ん
ガ
ム
」
を
配
布
し
、

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
の
街
頭
立
哨
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
登
校
を
見
守
り
、
声

か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
交
通

事
故
を
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
！

水
難
事
故
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
よ
り

一
層
の
連
携
・
情
報
共

有
を
図
り
、
水
難
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
当
日
に
は
合

同
海
浜
パ
ト
ロ
ー
ル
も

行
わ
れ
、
地
元
住
民
や

観
光
客
へ
水
難
事
故
防

止
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

催
に
よ
る
海
開
き
・
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

民
の
皆
さ
ん
や
、
観
光
協
会

会
員
等
が
参
加
し
、
海
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
の
後
は
、

参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
が
早
速
海
に
足
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん

の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
海
に
足
を
つ
け
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
ふ

て
ぃ
も
ち
が
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。　

４
月
25
日
㈫

消
防
団
活
動
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
る　
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５月 古仁屋高校の服務規律に関するスローガン  「 不正の芽 あなたは摘むの？ 育てるの？ 」 
  

第 18回 古北戦 

 ４月28日(金)に奄美市総合体育館において，古仁屋高校・大島北高校のスポーツ交歓会「古北戦」が行われ，綱引き，ドッヂビ

ー，ソフトバレーボールの３種目において熱戦が繰り広げられました。今回は感染症対策をしつつも３年ぶりの制限なしの開催となり，

会場はこれまで以上に盛り上がりを見せました。結果は，３種目中２種目大島北高校の勝利，１種目引き分けとなりましたが，閉会式

では，拍手で互いをたたえ合うなど，両校の親睦がより深まった実りある一日となりました。 

切り開け新時代 ～情熱をとき放て～ 
  

 ４月11日（火）に行われた対面式では新入生を代表して栄凜子さん（古仁屋中出身）

が，挨拶しました。その後，各部活動，工夫を凝らしたパフォーマンスを披露し新入生を

歓迎しました。 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 399番地1       

 [TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057   

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 ４月２７日（木），鹿児島菅公学

生服㈱の大谷洋仁さんを講師と

してお招きし，制服の着こなし方

や，身だしなみに関する知識，

社会でのマナーについて教えて

いただきました。生徒たちは真

剣に耳を傾けていました。今後，

入学試験や就職試験で役立て

てほしいと思います。 

男女バスケットボール部・柔道部が，高校総体に出場

するため，5月 8日（月）に壮行会が行われました。練習

の成果を十分に発揮できるよう健闘を祈ります！古仁屋

高校きばりんしょ～れ！ 

令和５年度 
  
５月号 
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戸
籍
の
窓
戸
籍
の
窓
は
、
４
月
に
届
け
ら
れ
た
分

の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
【
名
前
】　
　
　
　
【
年
齢
】　
　
　
　
【
本
籍
】

　
津
留
　
サ
チ
エ
　
　
94
　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
川
畑
　
福
仁
　
　
　
100
　
　
　
　
　
網
野
子

　
　
川
　
文
和
　
　
　
85
　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
勇
　
サ
ツ
ヱ
　
　
　
88
　
　
　
　
　
　
勝
能

　
保
　
ノ
ツ
子
　
　
　
94
　
　
　
　
　
　
与
路

　
東
原
　
克
人
　
　
　
73
　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
法
永
　
幸
男
　
　
　
88
　
　
　
　
　
　
油
井

　
里
　
オ
ハ
ナ
　
　
　
95
　
　
　
　
　
　
花
富

　
福
田
　
亮
一
郎
　
　
66
　
　
　
　
　
　
武
名

　
濱
田
　
松
夫
　
　
　
84
　
　
　
　
　
　
瀬
相

　
沖
島
　
美
ス
ヤ
　
　
98
　
　
　
　
　
　
嘉
鉄

　
加
納
　
義
忠
　
　
　
83
　
　
　
　
　
西
阿
室

　

  
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　
　
　
　
【
保
護
者
】　
　
　
【
住
所
】

　
伊
藤
　
凛り
ん

　
　
　
　
淳
　
　
　
　
　
古
仁
屋

　
永
井
　
碧あ
お

　
　
　
　
洋
三
　
　
　
　
古
仁
屋

　
内
田
　
稀
翔
　
　
　
大
翔
　
　
　
　
古
仁
屋

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

　
【
遺
族
】　
　
　
　
　
【
故
人
】　
　
　
【
住
所
】

　

川
畑　

文
昭　
　
　

福
仁　
　
　
　
　

船
津

　

里　

道
広　
　
　
　

オ
ハ
ナ　
　
　
　

薩
川

総
合
計
金
２
０
，
０
０
０
円

♡

♡
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
本
籍
】

　

内
田　

大
翔　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
仁
屋

　

盛
山　

沙
央
里　
　
　
　
　
　
　
　

古
仁
屋

広告を
掲載しませんか？

広報せとうち
有料広告を

募集しています！
詳しくはこちらから

き
っ
と

■当番医の電話番号
　へき地診療所 ☎ 0997 － 72 ー 3211
　瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 － 73 ー 1111
　南大島診療所 ☎ 0997 － 72 ー 0107

■休日当番医予定表

令和５年６月 休日当番医のお知らせ

日付 当番医 薬局

6 月 4 日（日） 南大島診療所 南部調剤薬局

6 月 11 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

6 月 18 日（日） 瀬戸内へき地診療所 マリン薬局

6 月 25 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

　※休日当番医は、
　　変更になる場合がありますので、
　　事前に各医療機関にお問合わせください。

予定表は
町ホームページでも
ご確認いただけます。

■診察時間
【午前】午前９時から正午まで　　【午後】午後２時から午後５時まで
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公式インスタグラム

瀬戸内町の情報発信｜スマートフォンで読み取ることで簡単アクセス！

公式ライン


